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長崎県立大学シーボルト校生協

七夕パーティー
取り組み概要
日時：2022年7月8日
場所：学内食堂・喫茶
参加者数や組合員の反応：前半の部…学
生6人・地域から47人、後半の部…学生5
人・地域から48人が参加。

POINT.1

組合員だけでなく地域の人も招待して行う七夕パーティー。浴衣を
着た学生委員が食事や飲料、レクレーションを提供する、楽しい企画
です。地域の人に対してはポスティングで宣伝をしましたが、その際に
は「今年は生協の七夕やるんだね！」との声も。シー大生協の七夕
パーティーは地域の人にとっても馴染みのある対面の恒例行事です。
感染対策の観点から、前半・後半、学生・外部参加ともに人数制限を
設けた事前予約制を取りましたが、地域からはほとんど上限に近い参
加者数がありました。

対面の恒例行事を復活

POINT.2

執行代である2年生だけでなく、引退した3年生メンバーも経験した
ことのない七夕パーティーの対面実施。引き継ぎの段階から当日運営
まで手探りの部分も多かったですが、3年生メンバー、対面の実施を経
験したことのある4年生メンバーも協力して当日を乗り越えました。ま
た、学内サークルに呼びかけ、マジックやダンス、邦楽などのステー
ジパフォーマンスの時間を設けました。学生委員外とも連携すること
で、より参加者に楽しんでもらえるコンテンツを用意することができ
ました。

上級生・学内サークルとも連携

背景や概要：大学が住宅街の中にあるため、
地域の方への感謝のために始まった企画。コ
ロナの影響でストップしていましたが、規模
を縮小するなど感染対策もしながら、数年ぶ
りに対面での開催を成功させました。

ご質問や[QBK NEWS]で紹介したい
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POINT.3

シー大学委は企画の振り返りを徹底します。当日は運営の学生委員
も楽しめた七夕パーティーでしたが、翌週の定例部会ですぐに企画を
振り返りました。当日の運営中に改善点をメモしていた学生委員も。
来年の七夕パーティーはもちろん、今後の対面企画の運営に活かせる
よう、当日だけでなく準備段階からそれぞれが感じた良かったところ、
反省点をしっかりと話し合います。部会の議事録はLINEグループで共
有。全員で考え共有することで、一人一人が主体的に企画運営に関わ
る意識の醸成にもつながります。

今後に活かせるポイントを出し合う
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